
成増アートギャラリー指定管理者　令和８年度サービス水準評価結果

施設概要

施設名称

所管課名

指定管理者名

設置目的

基本理念

行動規範

業務内容

評価結果
評価項目

R5 R6 R7 R8 R9

目標 15,000人 15,000人 15,500人 16,000人 16,500人

実績 19,983人 12,507人 11,664人 - -

増減
理由

目標 224日 231日 238日 245日 251日

実績 230日 206日 183日 - -

増減
理由

目標 65% 67% 69% 71% 73%

実績 67.3% 59.7% 53.0% - -

増減
理由

目標 50% 52% 54% 56% 58%

実績 45.8% 38.9% 36.9% - -

増減
理由

株式会社 　図書館流通センター
指定管理者の

所在地
文京区大塚三丁目1番1号

区民のための美術の振興を図り、文化の向上に資することを目的に、文化・国際交流課が必要と認める事業を実施する。

①アートギャラリーサービスの維持向上、②図書館、美術館等と連携取組み等を実施し、情報発信及び「利用者に寄り添う身近なギャラリー」を目指す。

板橋区立アートギャラリー条例、その他関係法令・マニュアル等を遵守し、公平なサービスの提供と利用者の増加を目指し、なお一層、区民サービスの質の
向上を実現する。

成増アートギャラリー 所在地 板橋区成増三丁目13番1号アリエス3階

区民文化部文化・国際交流課 指定期間 令和5年4月1日～令和10年3月31日

経営方針に基づ
く具体的な行動

基本
理念

具体的な目標 サービス水準
目標値・実績値（経過）

１　創作作品の発表の場の提供
２　施設、設備及び物品の維持管理に関する業務
３　その他施設の目的を達成するために必要な業務

一次評価（指定管理者による自己点検） 二次評価（所管課による評価）

評価点 評価理由 評価点

事業の目標と具体的な取組

開催件数、利用日数の減少によ
る影響が表れている。目標達成へ
のさらなる取り組みを期待する。 3

開催率 3 / 5 3

/ 5
達成率75.3％　対前年比90.2%
開催件数・日数減少による低下。

開催日数 3 / 5 3 / 5
達成率76.9%　昨年比86.2％
料金改定後、短期の利用が増加。

料金改定の影響が開催件数はも
とより、利用日数の減少に響いて
いることは、利用実態の分析から
も想定される。新規申込者の獲得
が一番の改善策なので、工夫した
取り組みを。

/ 5
達成率76.8％　昨年に比べて-12.3p
開催件数・日数減少による低下。

利用率 2 / 5 2 / 5
達成率68.3％　昨年に比べて-6.5p
開催件数・日数減少による低下。

観覧者数

基本理念の達成
に向けて、経営
方針に基づく具
体的な目標や取
組、サービス水
準を設定し、業
務に取り組んで
いるか

① 利用率の向上

3 / 5



評価項目

R5 R6 R7 R8 R9

目標 70% 72% 74% 76% 78%

実績 87.1% 84.1% 82.5% - -

増減
理由

目標 22組 23組 24組 25組 26組

実績 8組 11組 10組 - -

増減
理由

目標 5組 6組 7組 8組 9組

実績 5組 5組 5組 - -

増減
理由

目標 130回 135回 140回 145回 150回

実績 117回 115回 104回 - -

増減
理由

目標 210回 220回 230回 240回 250回

実績 219回 222回 195回 - -

増減
理由

目標 90% 91% 92% 93% 94%

実績 85.5% 92.1% 86% - -

増減
理由

目標 98% 98% 98% 98% 98%

実績 88.7% 95.2% 93% - -

増減
理由

経営方針に基づ
く具体的な行動

基本
理念

具体的な目標 サービス水準
目標値・実績値（経過）

評価点 評価理由 評価点

達成率111.5％　昨年に比べて-5.3ｐ
新規申込の割合が微増。

新規申込数 1 / 5

令和７年度評価委員会の総合評
価における指導事項を踏まえ、令
和８年度からは、適正な目標値に
見直し、下方修正（８年度13組、9
年度14組）したところである。

継続利用率 5 / 5

事業の目標と具体的な取組 一次評価（指定管理者による自己点検） 二次評価（所管課による評価）

3 / 5
達成率84.8％　開催件数・利用日数の減少にともない達成
率低下。記事企画の見直しが必要。

低下傾向にあるものの、引き続き
高種準を維持している。そのうえ
で新規申込者数も確保するため
には、全体の申込者数を増やす
必要があることに留意を。

5 / 5

1 / 5
達成率41.7％　昨年に比べて-6.1ｐ
開催件数低下による。

3 / 5

近くの大学の利用に限られている
との課題のもと、大学内のサーク
ルに対する横展開を図るという改
善策を伺った。

3 / 5
達成率71.4%　大学3組、文化連盟団体2組。新規団体の申
し込み獲得できなかった。

4 / 5

4 / 5

①

受付・案内

3 / 5

問い合わせ件数の減はHP等の
効果によることも想定されるので、
概ね成果は出ているものと捉えら
れる。 3

利用者満足度

4

達成率94.9％ 　昨年に比べて-2.2p
高齢化により継続利用予定が立たない件あり。

達成率93.5％   昨年に比べて、-7.7ｐ
普通の回答割合が増えた。

継続利用希望率

4 / 5

5

/ 5

基本理念の達成
に向けて、経営
方針に基づく具
体的な目標や取
組、サービス水
準を設定し、業
務に取り組んで
いるか ① 利用率の向上

「普通」の回答割合が増えたの
は、リピーターの回答によるものと
の分析だが、あきらめずにさらな
る向上を。

サービスの
維持向上

/

達成率74.3％　昨年に比べて-10.9p
HP等で情報発信を行った効果で問い合わせ件数の減少
の可能性あり。

情報発信回数

3 / 5

開催件数、利用回数の減少に伴
うものとの分析である。

大学・文化連加盟
団体利用数



評価項目

R5 R6 R7 R8 R9

目標 9回 9回 10回 10回 11回

実績 7回 8回 10回 - -

増減
理由

目標 2回 2回 3回 3回 3回

実績 2回 2回 3回 - -

増減
理由

＊サービス水準の採点方法

　（５点：達成率100％以上、４点：達成率90％以上100％未満、３点：達成率70％以上90％未満、 ２点：達成率50％以上70％未満、１点：達成率50％未満）

経営方針に基づ
く具体的な行動

基本
理念

具体的な目標 サービス水準
目標値・実績値（経過）

評価点 評価理由 評価点

事業の目標と具体的な取組 一次評価（指定管理者による自己点検） 二次評価（所管課による評価）

5 / 5達成率100％　7月：ボローニャ国際絵本原画展、9月：狩野
派の中の人、11月：戦争と子どもたちにあわせた展示を実
施。相互にポスター、図書館だよりを掲出した。

目標を達成した。図書館併設とい
う特色を活かした事業としての活
用は評価できる。 5 / 5

達成率100％　昨年に比べて+11.1p
地域連携や区民による自主事業を実施。

5 / 5

図書館内に美術館で開催中の企
画展に合わせた展示、関連の書
籍紹介などを行うとともに、美術館
ではラウンジに「成増アートギャラ
リーコーナー」を設けるなど、連携
して相互のPRを行った。

5 / 5

基本理念の達成
に向けて、経営
方針に基づく具
体的な目標や取
組、サービス水
準を設定し、業
務に取り組んで
いるか

美術館との連携②
特色ある
ギャラリー

図書館との連携


